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１ 共通的な改善方策

（１）「１者応札・１者応募」（以下「１者応札」という。）の発生原因については、契約

の類型ごとに異なる点も多いが、多くの類型に共通する原因としては、

ア 発注者側が業務の品質確保の観点から企業や技術者に求めている実績要件、資格

要件に対応した事業者が不足していた場合があったこと

イ 受注者側が、資格要件、業務内容からみて業務の確実な履行が行えるかの経営判

断を行い、応札を断念する場合があったこと

等が考えられる。

（２）このため共通的な改善方策としては、

ア 企業や技術者に求める実績要件、資格要件について、競争性の確保を図る観点か

ら、業務の品質確保を図りつつ、必要最小限のものとする

イ 応札しやすい環境整備を図るため、

（ア）ホームページの調達情報を事業者側からみて分かりやすいものに改善する

（イ）公告時期の早期化や企画書等の作成期間を十分確保する

等を行うこととする。

２ 類型ごとの改善方策

① 飼料等の購入

（１）１者応札となった原因としては、

ア 育種改良のため配合を指定した飼料を調達する必要があるため、近隣で対応でき

る業者が限定される

イ 防疫体制上、飼料の加熱や運送等に厳しい条件を付す必要があるため、近隣で対

応できる業者が限定される

ということが考えられる。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとり、調達品目の仕様に関する情報提供を適切に

行い、応札しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

② 開発プログラムサポート

（１）１者応札となった原因としては、他ベンダーが開発したプログラムのサポートは、

プログラムの把握が困難な場合、契約後に要求仕様を満たせない可能性があるなど、

応札した場合のリスクが大きく応札しにくい、ということが考えられる。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとり、調達品目の仕様に関する情報提供を適切に

行い、応札しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

③ 受精卵の購入

（１）１者応札となった原因としては、家畜の育種改良を目的として導入する育種素材に

あっては、遺伝的能力の向上と遺伝的多様性の確保のため、あらかじめ能力と血統か

ら受精卵・凍結精液を特定していることから、当該育種素材の所有者は限定されてい

ることによる。

（２）１者応札の改善方策としては、参加要件は必要最小限としていること、能力と血統



から受精卵・凍結精液を特定しているため仕様の変更は出来ない。また、受精卵につ

いては、能力の高いものを速やかに調達する必要から公告期間見直しは出来ないため、

有効な方策を見いだしにくい。

このため、対応策としては、調達品目の仕様に関する情報提供を適切に行い、凍結

精液にあっては公告期間を十分にとり、応札しやすい環境を整え応札者の増加を図る

こととする。

④ 搾乳ロボット保守

（１）１者応札となった原因としては、保守に係る認定資格を有し、かつ、２４時間体制

で対応できる業者が限られることによる。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとり、仕様に関する情報提供を適切に行い、応札

しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

⑤ 海外研修施設に係る食堂運営業務

（１）１者応札となった原因としては、食堂利用者（海外からの研修生）の宗教上の理由

から肉はハラルミートを指定しているが、食材として取り扱える業者が少ないことに

併せ、規模が小さいため対応できる業者が限られることによる。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとり、仕様に関する情報提供を適切に行い、応札

しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

⑥ 稲わら購入

（１）１者応札となった原因としては、気候不順による不作により購入予定数量の確保が

困難な業者もいたことによる。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとったうえで、数量の分割や複数落札制の手法等

を検討し、応札しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

⑦ 液体窒素購入

（１）１者応札となった原因としては、特別な規格の指定等は行っていないため、地域性

による配送ルートや車両の確保の困難性などの受注者側の事情によるものと考えられ

る。

（２）１者応札の改善方策としては、１者応札となった原因を考慮すると有効な方策を見

いだしにくいが、公告期間を十分にとり、仕様に関する情報提供を適切に行い、応札

しやすい環境を整え応札者の増加を図ることとする。

また、有効な対策を見いだせない１者応札案件については、一般競争入札により執行し

つつ、今後も多様な視点から検討し、適正な契約を行って参りたい。


